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以上の仮説から、仮説 1-1 の前提による仮説を図式化したのが、図 3-2 である。
仮説 1-2 の前提による仮説を図式化したものが、図 3-3 である。知覚リスクから
のパスの太さは、最も影響があると仮定したパスの経路である。
13
図 3-2 仮説 1-1 による 1 因子モデル







































































3 Yahoo!や Google などの検索サイトで必要な情報を見つける
4 写真やビデオをパソコンに取りこんだり、文章にはりつけたりする







































































































株式会社マクロミルによる Web アンケート調査を 2013 年 11 月 7 日～11 月 8 日
の期間に実施した。マクロミルサービスにモニター会員として登録をしている約
115 万人（2013 年 11 月時点）のうち、スクリーニング条件によって選定された










ング、平均値の差の検定については IBM 製 SPSS Statistics version 22 を使用し




















































GFI（Goodness of Fit Index:適合度指標）、AGFI（Adjusted Goodness of Fit Index:






RMSEA（Root Mean Square Error of Approximation:平均 2 乗誤差平方）
















表 5-1 「需要要因の希少性」の Cronbach のα
信頼性統計量
Cronbach の α n 項目の数
.70 618 9



















因子 合計 分散の % 累積 % 合計 分散の % 累積 %
1 3.590 39.890 39.890 2.765 30.719 30.719
2 2.814 31.272 71.161 2.921 32.454 63.172
3 .697 7.744 78.906
4 .607 6.739 85.645
5 .495 5.497 91.142
6 .257 2.854 93.996
7 .237 2.637 96.633
8 .170 1.884 98.518
9 .133 1.482 100.000
因子パターン










因子分析を行ったところ 2 つの因子が抽出され、分散の累積にて 71.16%を説明
した。
因子 1 では、Q8S6_R、Q8S7_R、Q8S8_R、Q8S9_R において 0.6 以上の因子パター
ンが見られた。因子 2 では Q8S2、Q8S3、Q8S4 において 0.6 以上の因子パターンが
確認された。因子分析の結果から、単一次元性は妥当ではないことが読み取れる。
そのため、購買判断基準は 2 因子によるモデルであるという仮説（仮説 1-2 に該
当）をもとに、1 因子モデルと 2 因子モデルの比較を行った。AMOS を用いて、確















2 因子モデルでは各因子を F1、F2 と記載した。分析の結果、適合度が改善され
た。また、CMIN 値および自由度の差分を 1 因子モデルおよび 2 因子モデルから計
算したところ、ΔCMIN=1312.403、Δ自由度=1 となった。カイ二乗検定において、





の低い項目を削除し、改めて 2 因子モデルを分析した。また F2 を構成する変数で
ある Q8S5～Q8S9 については逆転項目になるため。2 因子モデルについては、逆転
項目ではない、Q8S5～Q8S9 を利用した。
























成する変数を選択した。各モデルにおける信頼性の詳細は Appendix 資料 5-2 に記
載した。
次に「知覚リスク」の各構成概念間におけるモデルの妥当性を検討した。「知覚
リスク」の 5 つの構成概念を用いて、5 因子でのモデルを作成した。その結果が、








表 5-7-2 各構成概念と観察変数との因子負荷量 （5 因子モデル） n=618
非標準化係数 標準化係数 SD 検定統計量 確率
パフォーマンス -> Q3S6 1.00 .87
パフォーマンス -> Q3S3 1.00 .89 .03 30.53 **
パフォーマンス -> Q3S2 .97 .87 .03 29.38 **
パフォーマンス -> Q3S1 1.04 .91 .03 31.97 **
操作 -> Q4S4 1.00 .93
操作 -> Q4S2 .97 .90 .03 37.64 **
操作 -> Q4S1 .97 .91 .03 38.58 **
製品 -> Q5S5 1.00 .94
製品 -> Q5S4 1.00 .93 .02 46.49 **
製品 -> Q5S3 .99 .93 .02 46.05 **
製品 -> Q5S2 1.06 .96 .02 51.42 **
機関 -> Q6S5 1.00 .96
機関 -> Q6S4 .92 .89 .02 42.55 **
機関 -> Q6S3 .94 .91 .02 44.79 **
機関 -> Q6S2 1.00 .96 .02 59.86 **
操作 -> Q4S5 .95 .94 .02 42.43 **
心理的 -> Q7S6 1.00 .95
心理的 -> Q7S5 .99 .95 .02 54.34 **
心理的 -> Q7S4 .97 .95 .02 54.10 **
心理的 -> Q7S3 .99 .96 .02 55.70 **
注: *p<0.05、**p<0.01
表 5-7-3 各構成概念間における相関係数 （5 因子モデル） n=618
非標準化係数 標準化係数 SD 検定統計量 確率
パフォーマンス <-> 操作 .81 .41 .09 8.69 **
操作 <-> 製品 1.60 .69 .12 13.22 **
製品 <-> 機関 2.04 .91 .13 15.96 **
機関 <-> 心理的 1.56 .72 .11 13.90 **
製品 <-> 心理的 1.48 .68 .11 13.40 **
パフォーマンス <-> 製品 1.10 .58 .10 11.52 **
操作 <-> 機関 1.66 .70 .12 13.55 **
パフォーマンス <-> 心理的 .74 .40 .09 8.63 **
パフォーマンス <-> 機関 1.07 .56 .10 11.30 **




ク」間の相関係数が.91 と高い結果となった。この 2 つの構成概念間において相関
が高いため、弁別妥当性の観点からは、2 つの構成概念を同時にモデルに組み込む
ことが妥当ではない可能性がある。そのため、「製品リスク」、「機関リスク」の二








表 5-8-2 各構成概念と観察変数との因子負荷量（4 因子モデル） n=618
非標準化係数 標準化係数 SD 検定統計量 確率
パフォーマンス -> Q3S6 1.00 .87
パフォーマンス -> Q3S3 1.00 .89 .03 30.54 **
パフォーマンス -> Q3S2 .97 .87 .03 29.40 **
パフォーマンス -> Q3S1 1.04 .91 .03 31.97 **
操作 -> Q4S4 1.00 .93
操作 -> Q4S2 .97 .90 .03 37.65 **
操作 -> Q4S1 .97 .91 .03 38.59 **
製品・機関 -> Q6S5 1.00 .94
製品・機関 -> Q6S4 .92 .87 .03 36.05 **
製品・機関 -> Q6S3 .95 .89 .03 38.14 **
製品・機関 -> Q6S2 1.00 .94 .02 45.94 **
操作 -> Q4S5 .95 .94 .02 42.45 **
心理的 -> Q7S6 1.00 .95
心理的 -> Q7S5 .99 .95 .02 54.35 **
心理的 -> Q7S4 .97 .95 .02 54.08 **
心理的 -> Q7S3 .99 .96 .02 55.71 **
製品・機関 -> Q5S2 1.04 .93 .02 44.69 **
製品・機関 -> Q5S3 .98 .90 .02 40.68 **
製品・機関 -> Q5S4 1.00 .91 .02 41.87 **
製品・機関 -> Q5S5 1.00 .92 .02 43.77 **
注: *p<0.05、**p<0.01





パフォーマンス <-> 操作 .81 .41 .09 8.69 **
製品・機関 <-> 心理的 1.52 .72 .11 13.81 **
操作 <-> 製品・機関 1.64 .71 .12 13.56 **
パフォーマンス <-> 心理的 .74 .40 .09 8.63 **
パフォーマンス <-> 製品・機関 1.09 .59 .09 11.61 **
操作 <-> 心理的 1.49 .65 .12 12.88 **
注: *p<0.05、**p<0.01
5 因子モデルと比較して 4 因子モデルでは、適合度が悪化した。また、5 因子モ
デルおよび 4因子モデル間において、CMIN 値および自由度の差を計算したところ、




な差が 5 因子モデルと比較してあった。5 因子モデルでは、製品リスクと機関リス
クの相関は高い結果となったが、同一の因子として扱うほどの一致はしていない
と判断できるため、弁別妥当性は確保できたと判断した。そのため、適合度の良






























Q1S1 文書作成 最小値 最大値 平均値 SD 平均+SD 平均-SD
Q1S1 文書作成 1 7 6.33 .981 7.31 5.35
Q1S2 メール作業 2 7 6.66 .608 7.27 6.05
Q1S3 情報検索作業 3 7 6.71 .528 7.24 6.18
Q1S4 画像処理作業 1 7 6.28 1.096 7.38 5.19
Q1S5 コミュニケーション 1 7 5.77 1.596 7.37 4.17
Q1S6 パソコンの組立て 1 7 4.20 2.172 6.37 2.03
Q1S7 トラブル解決 1 7 5.16 1.533 6.69 3.63
Q1S8 詳細設定作業 1 7 5.77 1.474 7.24 4.30
Q1S9 プログラミング作業 1 7 3.13 2.062 5.19 1.07
Q1S10 トラブル解決 1 7 4.72 1.798 6.52 2.92
Q1S11 ネットワーク構築 1 7 3.21 2.011 5.22 1.20
※太字は、天井効果もしくはフロア効果が見られた数値である。
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表 5-10「情報処理能力評価項目」の Cronbach のα
信頼性統計量
Cronbach のアルファ n 項目の数
.90 618 5

















合計 分散の % 累積 %
1 3.630 72.596 72.596
2 .619 12.373 84.970
3 .361 7.229 92.199
4 .264 5.277 97.476










最小値 最大値 平均値 SD 平均+SD 平均-SD
Q2S1 情報収集 1 7 4.93 1.44 6.38 3.49
Q2S2 製品比較 1 7 5.29 1.42 6.71 3.86
Q2S3 品質重視 1 7 5.41 1.32 6.73 4.09
Q2S4 期待 1 7 5.15 1.28 6.42 3.87
Q2S5 製品選択 1 7 5.18 1.37 6.55 3.81
Q2S6 機能重視 1 7 5.17 1.36 6.52 3.81






表 5-13「関与」の Cronbach のα
信頼性統計量
Cronbach のα n 項目の数
.92 618 7





















合計 分散の % 累積 %
1 4.716 67.376 67.376
2 .622 8.884 76.259
3 .558 7.975 84.234
4 .399 5.698 89.932
5 .260 3.715 93.647
6 .236 3.369 97.016




























5-15、表 5-16、表 5-17 である。有意な水準で差があった数値は太字で表記した。
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表 5-15 因子得点の比較～中心経路・周辺経路別～
中心経路_周辺経路 n 平均値 標準偏差 SD
パフォーマンス・リスク_因子得点 中心経路 187 .24** .97 .07
周辺経路 431 -.11** .95 .05
操作リスク_因子得点 中心経路 187 -.25** .97 .07
周辺経路 431 .11** .96 .05
製品リスク_因子得点 中心経路 187 -.08 1.03 .08
周辺経路 431 .04 .96 .05
機関リスク_因子得点 中心経路 187 -.07 1.05 .08
周辺経路 431 .03 .96 .05
心理的リスク_因子得点 中心経路 187 -.04 1.06 .08
周辺経路 431 .02 .95 .05
需要要因の希少性_因子得点 中心経路 187 .05 .99 .07
周辺経路 431 -.02 .95 .05
供給要因の希少性_因子得点 中心経路 187 .20** 1.07 .08









調整変数_関与 n 平均値 標準偏差 SD
パフォーマンス・リスク_因子得点 関与低 269 -.35** .87 .05
関与高 349 .27** .95 .05
操作リスク_因子得点 関与低 269 -.01 .90 .05
関与高 349 .00 1.04 .06
製品リスク_因子得点 関与低 269 -.12** .88 .05
関与高 349 .09** 1.05 .06
機関リスク_因子得点 関与低 269 -.12** .86 .05
関与高 349 .09** 1.07 .06
心理的リスク_因子得点 関与低 269 -.05 .91 .06
関与高 349 .04 1.05 .06
需要要因の希少性 関与低 269 -.19** .92 .06
関与高 349 .15** .96 .05
供給要因の希少性 関与低 269 -.19** .87 .05









情報処理能力 n 平均値 標準偏差 SD
パフォーマンス・リスク_因子得点 処理能力_低 318 .02 .95 .05
処理能力_高 300 -.02 .99 .06
操作リスク_因子得点 処理能力_低 318 .29** .96 .05
処理能力_高 300 -.31** .89 .05
製品リスク_因子得点 処理能力_低 318 .18** .96 .05
処理能力_高 300 -.19** .98 .06
機関リスク_因子得点 処理能力_低 318 .17** .98 .05
処理能力_高 300 -.18** .96 .06
心理的リスク_因子得点 処理能力_低 318 .11** .98 .05
処理能力_高 300 -.12** .99 .06
需要要因の希少性_因子得点 処理能力_低 318 .15** .86 .05
処理能力_高 300 -.16** 1.03 .06
供給要因の希少性_因子得点 処理能力_低 318 -.08* .94 .05







情報処理能力評価項目の Q1S6～Q1S11、関与評価項目の Q2S1～Q2S7 について相
関分析を行った。その結果が表 5.18 である。
表 5.18 情報処理能力および関与間の相関分析
情報処理/関与 Q2S1 Q2S2 Q2S3 Q2S4 Q2S5 Q2S6 Q2S7
Q1S6 .085* .103* .229** .071 .114** .128** .079
Q1S7 .071 .137** .246** .065 .142** .143** .088*
Q1S9 .078 .053 .142** .033 .070 .094* .063
Q1S10 .109** .164** .278** .090* .161** .180** .124**
Q1S11 .064 .061 .172** .055 .083* .106** .060
注: *p<0.05、**<0.01
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非標準化係数 標準化係数 SD 検定統計量 確率
パフォーマンス -> 需要 .09 .09 .09 .96 .34
操作 -> 需要 .07 .09 .10 .67 .51
製品 -> 需要 .09 .12 .15 .61 .54
機関 -> 需要 -.19 -.25 .16 -1.16 .25
心理的 -> 需要 .24 .31 .11 2.22 *
パフォーマンス -> 供給 .10 .12 .07 1.40 .16
操作 -> 供給 -.06 -.09 .08 -.74 .46
製品 -> 供給 -.14 -.20 .12 -1.15 .25
機関 -> 供給 .08 .11 .13 .58 .56









次に、周辺経路モデルの分析を実施した。結果を図 5.21、表 5.22 に示した。詳








非標準化係数 標準化係数 SD 検定統計量 確率
パフォーマンス -> 需要 .17 .18 .06 2.88 **
操作 -> 需要 .24 .29 .06 4.25 **
製品 -> 需要 -.07 -.08 .12 -.57 .57
機関 -> 需要 .16 .19 .11 1.43 .15
心理的 -> 需要 .00 .00 .06 -.06 .95
パフォーマンス -> 供給 .11 .17 .04 2.48 *
操作 -> 供給 -.03 -.05 .04 -.67 .51
製品 -> 供給 .01 .02 .08 .15 .88
機関 -> 供給 .03 .06 .08 .43 .67
















心理的リスク -> 需要 5%水準有意 *
心理的リスク -> 供給 5%水準有意 *
パフォーマンス・リスク -> 需要 有意差無し
パフォーマンス・リスク -> 供給 有意差無し





























































仮説 1-1 および仮説 1-2 については、分析の結果、2 因子モデルによるあてはま
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・SQ1 において選択肢 1,2,3,4 を選択する事を必須条件とした。また、Q2 において選















年齢 n 割合 %
20 才～24 才 23 .4%
25 才～29 才 42 6.8%
30 才～34 才 54 8.7%
35 才～39 才 83 13.4%
40 才～44 才 103 16.7%
45 才～49 才 93 15.0%
50 才～54 才 83 13.4%
55 才～59 才 59 9.5%
















パフォーマンス 1 因子 1%水準有意 妥当 .93 妥当
操作 1 因子 1%水準有意 妥当 .95 妥当
製品 1 因子 1%水準有意 妥当 .97 妥当
機関 1 因子 1%水準有意 妥当 .96 妥当
心理的 1 因子 1%水準有意 妥当 .98 妥当
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非標準化係数 標準化係数 SD 検定統計量 確率
パフォーマンス・リスク -> 需要 .18 .16 .05 3.36 **
操作リスク -> 需要 .25 .27 .06 4.49 **
機関リスク -> 需要 .02 .02 .06 .32 .75
心理的リスク -> 需要 .06 .06 .06 1.02 .31
パフォーマンス・リスク -> 供給 .19 .19 .05 3.80 **
操作リスク -> 供給 -.08 -.10 .05 -1.53 .13
機関リスク -> 供給 .02 .03 .06 .35 .73
心理的リスク -> 供給 .19 .22 .05 3.60 **
パフォーマンス・リスク -> Q3S6 1.00 .87
パフォーマンス・リスク -> Q3S4 .90 .79 .04 24.84 **
パフォーマンス・リスク -> Q3S3 1.01 .89 .03 30.75 **
パフォーマンス・リスク -> Q3S2 .97 .87 .03 29.24 **
パフォーマンス・リスク -> Q3S1 1.04 .91 .03 32.13 **
操作リスク -> Q4S5 1.00 .94
操作リスク -> Q4S4 1.04 .92 .03 42.28 **
操作リスク -> Q4S3 1.00 .87 .03 36.03 **
操作リスク -> Q4S2 1.01 .90 .03 38.85 **
操作リスク -> Q4S1 1.01 .91 .03 40.74 **
機関リスク -> Q6S5 1.00 .96
機関リスク -> Q6S4 .93 .90 .02 42.73 **
機関リスク -> Q6S3 0.95 .91 .02 44.54 **
機関リスク -> Q6S2 1.00 .96 .02 58.82 **
心理的リスク -> Q7S6 1.00 .95
心理的リスク -> Q7S5 .99 .95 .02 54.27 **
心理的リスク -> Q7S4 .97 .95 .02 54.08 **
心理的リスク -> Q7S3 .99 .96 .02 55.70 **
需要 -> Q8S2 .91 .84 .03 28.39 **
需要 -> Q8S3 .97 .90 .03 31.91 **
需要 -> Q8S4 1.00 .91
供給 -> Q8S7 .71 .63 .04 17.85 **
供給 -> Q8S8 1.07 .97 .04 27.65 **
供給 -> Q8S9 1.00 .88
68
分散（全体）
推定値 SD 検定統計量 確率
パフォーマンス・リスク 1.606 .12 13.39 **
操作リスク 2.252 .15 15.43 **
機関リスク 2.262 .14 16.29 **
心理的リスク 2.106 .13 15.97 **
e27 1.412 .11 13.10 **
e26 1.493 .11 13.92 **
e1 .535 .04 14.37 **
e2 .763 .05 15.79 **
e3 .423 .03 13.45 **
e4 .494 .04 14.31 **
e5 .36 .03 12.36 **
e6 .312 .03 12.56 **
e7 .444 .03 13.77 **
e8 .696 .05 15.35 **
e9 .564 .04 14.75 **
e10 .482 .03 14.25 **
e11 .173 .02 10.51 **
e12 .477 .03 15.47 **
e13 .442 .03 15.21 **
e14 .195 .02 11.28 **
e15 .213 .02 13.30 **
e16 .206 .02 13.22 **
e17 .2 .02 13.29 **
e18 .185 .02 12.70 **
e20 .635 .05 13.73 **
e21 .389 .04 9.95 **
e22 .389 .04 9.56 **
e23 1.225 .07 16.67 **
e24 .119 .05 2.38 *
e25 .442 .05 8.80 **
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相関係数 構造方程式モデル
推定値 SD 検定統計量 確率
パフォーマンス・リスク <-> 操作リスク .77 .09 8.69 **
操作リスク <-> 機関リスク 1.61 .12 13.74 **
機関リスク <-> 心理的リスク 1.56 .11 13.90 **
操作リスク <-> 心理的リスク 1.43 .11 12.97 **
パフォーマンス・リスク <-> 機関リスク 1.06 .09 11.28 **









非標準化係数 標準化係数 SD 検定統計量 確率
パフォーマンス -> 需要 .09 .09 .09 .96 0.34
操作 -> 需要 .07 .09 .10 .67 0.51
製品 -> 需要 .09 .12 .15 .61 0.54
機関 -> 需要 -.19 -.25 .16 -1.16 0.25
心理的 -> 需要 .24 .31 .11 2.22 0.03
パフォーマンス -> 供給 .10 .12 .07 1.40 0.16
操作 -> 供給 -.06 -.09 .08 -.74 0.46
製品 -> 供給 -.14 -.20 .12 -1.15 0.25
機関 -> 供給 .08 .11 .13 .58 0.56
心理的 -> 供給 .30 .45 .09 3.37 **
パフォーマンス -> Q3S6 1.00 .79
パフォーマンス -> Q3S3 1.07 .86 .08 13.08 **
パフォーマンス -> Q3S2 1.08 .89 .08 13.73 **
パフォーマンス -> Q3S1 1.10 .89 .08 13.67 **
操作 -> Q4S4 1.00 .95
操作 -> Q4S2 .93 .90 .04 22.72 **
操作 -> Q4S1 .94 .88 .05 20.62 **
製品 -> Q5S5 1.00 .93
製品 -> Q5S4 1.00 .90 .05 21.20 **
製品 -> Q5S3 1.04 .94 .04 24.23 **
製品 -> Q5S2 1.08 .96 .04 25.74 **
機関 -> Q6S5 1.00 .97
機関 -> Q6S4 .95 .90 .04 25.17 **
機関 -> Q6S3 .94 .92 .04 26.68 **
機関 -> Q6S2 1.00 .97 .03 36.71 **
操作 -> Q4S5 .92 .92 .04 24.23 **
心理的 -> Q7S6 1.00 .95
心理的 -> Q7S5 .99 .95 .04 28.35 **
心理的 -> Q7S4 .96 .95 .03 29.28 **
心理的 -> Q7S3 1.01 .95 .03 29.19 **
需要 -> Q8S2 1.00 .81
需要 -> Q8S3 1.09 .90 .07 14.64 **
需要 -> Q8S4 1.16 .93 .08 15.07 **
供給 -> Q8S7 1.00 .70
供給 -> Q8S8 1.41 1.00 .12 12.29 **




推定値 SD 検定統計量 確率
パフォーマンス 1.40 .22 6.31 **
操作 2.58 .29 8.74 **
製品 2.32 .28 8.31 **
機関 2.54 .28 9.11 **
心理的 2.42 .28 8.75 **
e27 1.36 .21 6.55 **
e28 .91 .17 5.42 **
e4 .85 .10 8.32 **
e3 .59 .08 7.39 **
e2 .43 .07 6.49 **
e1 .46 .07 6.58 **
e7 .26 .05 5.57 **
e6 .51 .07 7.89 **
e5 .70 .08 8.34 **
e12 .39 .05 7.79 **
e11 .54 .07 8.30 **
e10 .34 .05 7.30 **
e9 .26 .04 6.43 **
e16 .15 .03 5.82 **
e15 .52 .06 8.69 **
e14 .43 .05 8.53 **
e13 .18 .03 6.42 **
e8 .41 .06 7.46 **
e20 .25 .04 7.25 **
e19 .28 .04 7.51 **
e18 .23 .03 7.20 **
e17 .26 .04 7.24 **
e21 .78 .10 8.00 **
e22 .44 .08 5.66 **
e23 .32 .08 4.00 **
e24 1.13 .12 9.24 **
e25 .02 .07 0.33 0.74
e26 .42 .08 5.45 **
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相関係数 中心経路モデル
非標準化係数 標準化係数 SD 検定統計量 確率
パフォーマンス <-> 操作 .76 .40 .16 4.61 **
操作 <-> 製品 1.65 .68 .23 7.22 **
製品 <-> 機関 2.19 .90 .25 8.66 **
機関 <-> 心理的 1.84 .74 .24 7.85 **
製品 <-> 心理的 1.62 .68 .22 7.30 **
パフォーマンス <-> 製品 .87 .48 .16 5.32 **
操作 <-> 機関 1.85 .72 .24 7.70 **
パフォーマンス <-> 心理的 .76 .41 .16 4.76 **
パフォーマンス <-> 機関 0.97 .51 .17 5.65 **









非標準化係数 標準化係数 SD 検定統計量 確率
パフォーマンス <-> 操作 .90 .46 .11 8.13 **
操作 <-> 製品 1.54 .69 .14 11.05 **
製品 <-> 機関 1.97 .92 .15 13.37 **
機関 <-> 心理的 1.43 .70 .13 11.42 **
製品 <-> 心理的 1.40 .68 .13 11.20 **
パフォーマンス <-> 製品 1.22 .65 .12 10.58 **
操作 <-> 機関 1.55 .70 .14 11.17 **
パフォーマンス <-> 心理的 .73 .41 .10 7.42 **
パフォーマンス <-> 機関 1.13 .61 .11 10.08 **
操作 <-> 心理的 1.27 .60 .13 10.03 **
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各構成概念と観察変数との因子負荷量 ～周辺経路～
非標準化係数 標準化係数 SD 検定統計量 確率
パフォーマンス -> 需要 .17 .18 .06 2.88 **
操作 -> 需要 .24 .29 .06 4.25 **
製品 -> 需要 -.07 -.08 .12 -.57 .57
機関 -> 需要 .16 .19 .11 1.43 .15
心理的 -> 需要 .00 .00 .06 -.06 .95
パフォーマンス -> 供給 .11 .17 .04 2.48 *
操作 -> 供給 -.03 -.05 .04 -.67 .51
製品 -> 供給 .01 .02 .08 .15 .88
機関 -> 供給 .03 .06 .08 .43 .67
心理的 -> 供給 .05 .10 .04 1.33 .18
パフォーマンス -> Q3S6 1.00 .90
パフォーマンス -> Q3S3 .99 .90 .03 29.12 **
パフォーマンス -> Q3S2 .93 .86 .04 25.74 **
パフォーマンス -> Q3S1 1.02 .91 .03 29.95 **
操作 -> Q4S4 1.00 .91
操作 -> Q4S2 1.00 .90 .03 29.80 **
操作 -> Q4S1 .98 .92 .03 31.87 **
製品 -> Q5S5 1.00 .95
製品 -> Q5S4 1.00 .95 .02 43.47 **
製品 -> Q5S3 .97 .93 .03 39.16 **
製品 -> Q5S2 1.05 .96 .02 45.22 **
機関 -> Q6S5 1.00 .96
機関 -> Q6S4 .91 .89 .03 34.36 **
機関 -> Q6S3 .95 .90 .03 35.99 **
機関 -> Q6S2 1.00 .96 .02 47.39 **
操作 -> Q4S5 .97 .94 .03 33.92 **
心理的 -> Q7S6 1.00 .95
心理的 -> Q7S5 1.00 .96 .02 46.74 **
心理的 -> Q7S4 .98 .95 .02 45.59 **
心理的 -> Q7S3 .99 .96 .02 47.87 **
需要 -> Q8S2 1.00 .85
需要 -> Q8S3 1.06 .91 .04 24.25 **
需要 -> Q8S4 1.07 .90 .05 24.09 **
供給 -> Q8S7 1.00 .58
供給 -> Q8S8 1.60 .95 .13 12.51 **
供給 -> Q8S9 1.50 .87 .12 12.87 **
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分散～周辺経路～
推定値 SD 検定統計量 確率
パフォーマンス 1.57 .13 11.70 **
操作 2.31 .19 12.04 **
製品 2.10 .16 12.96 **
機関 2.06 .16 13.17 **
心理的 1.97 .15 13.06 **
e27 1.14 .11 10.25 **
e28 .58 .09 6.18 **
e4 .37 .03 10.68 **
e3 .34 .03 10.32 **
e2 .50 .04 12.04 **
e1 .34 .03 10.23 **
e7 .46 .04 11.19 **
e6 .54 .05 11.69 **
e5 .41 .04 10.89 **
e12 .23 .02 11.11 **
e11 .22 .02 10.93 **
e10 .32 .03 12.19 **
e9 .21 .02 10.43 **
e16 .19 .02 9.69 **
e15 .42 .03 12.66 **
e14 .45 .04 12.67 **
e13 .19 .02 9.83 **
e8 .29 .03 9.52 **
e20 .20 .02 11.05 **
e19 .18 .02 10.67 **
e18 .19 .02 11.01 **
e17 .16 .02 10.19 **
e21 .59 .05 10.97 **
e22 .37 .05 8.02 **
e23 .42 .05 8.59 **
e24 1.24 .09 13.67 **
e25 .17 .07 2.49 *
e26 .44 .07 6.58 **
